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旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

《住宅用太陽光発電システム設置者に補助金》
地球にやさしい暮らしを考えてみませんか。

※問合せ先：環境課（あ２２―８１６８／い２２―８２３０）

▼『
行
政
改
革
推
進
課
』を
廃
止

　

行
政
改
革
の
一
定
の
成
果
に
伴

い
専
門
の
課
を
廃
止
し
、
事
務
は

総
務
課（
本
庁
舎
）
と
総
合
政
策
室

（
本
庁
舎
）へ
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

（
行
革
大
綱
・
行
革
懇
談
会
の
開

催
・
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
管
理
↓

総
務
課
へ
。
事
務
事
業
一
覧
表
の

作
成
↓
総
合
政
策
室
へ
）

▼
総
務
課『
文
書
法
規
係
』
を『
総

務
係
』に
統
合

　

総
務
管
理
部
門
の
集
中
化
と
連

携
を
図
り
ま
す
。

▼『
倉
吉
駅
周
辺
整
備
事
務
所（
上

井
）』
を
廃
止
し
、
景
観
ま
ち
づ
く

り
課
に『
駅
周
辺
整
備
係
』を
新
設

　

倉
吉
駅
周
辺
整
備
の
進
捗
状
況

に
併
せ
て
、
事
務
所
を
廃
止
し
、

残
り
の
事
務
は
景
観
ま
ち
づ
く
り

課（
南
庁
舎
）に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

▼
環
境
課『
環
境
保
全
係
』
を『
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
係
』に
名
称
変
更

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど

に
向
け
た
取
組
を
積
極
的
に
行
う

姿
勢
を
明
確
に
示
す
た
め
、
係
の

名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

▼
商
工
観
光
課『
雇
用
創
出
推
進

室
』を『
雇
用
創
出
推
進
係
』に
変
更

　

雇
用
の
創
出
に
関
し
て
、
商
工

観
光
課
内
で
の
連
携
を
強
化
し
、

一
体
的
に
取
り
組
む
た
め
、
専
門

的
な
室
を
廃
止
し
、
商
工
観
光
課

を
２
係
体
制
と
し
ま
し
た
。

《市役所の組織機構が一部変わりました》
住民ニーズに対応し、簡素で効率的な行財政運営を行うため、見直しを行いました。

※問合せ先：職員課（あ２２―８１６４／い２２―１０８７）

　

倉
吉
市
で
は
、
地
球
環
境
へ
の

負
荷
の
低
減
と
環
境
保
全
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
人
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

▼
補
助
を
受
け
ら
れ
る
設
備

　

住
宅
の
屋
根
な
ど
に
設
置
し
た

太
陽
電
池
に
よ
る
発
電
施
設
の
う

ち
、
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公

称
最
大
出
力
の
合
計
値
が
10
キ
ロ

ワ
ッ
ト
未
満
の
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
で
、
次
に
当
て
は
ま
る
も
の
。

(1) 

市
で
定
め
た
仕
様
書
の
要
件
に

適
合
す
る
も
の

(2) 

電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を
締
結

で
き
る
も
の

(3)
未
使
用
品
で
あ
る
こ
と

▼
補
助
を
受
け
ら
れ
る
人

　

自
ら
が
所
有
す
る
住
宅
で
倉
吉

市
内
に
存
す
る
も
の
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
個
人
。

▼
補
助
金
の
額

　

太
陽
電
池
の
最
大
出
力
１
キ
ロ

ワ
ッ
ト
当
た
り
２
５
，
０
０
０
円

を
乗
じ
た
額
を
交
付
し
ま
す
。　

　

た
だ
し
、
交
付
す
る
補
助
金
は

１
０
０
，
０
０
０
円
を
限
度
と
し

ま
す
。

※ 

す
で
に
設
置
し
て
あ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
対
象
に
な
り

ま
せ
ん

《会社などを退職したら国民年金加入の手続きを忘れずに！》
※問合せ先：市民課（あ２２―８１５５／い２２―２９５４）

鳥取社会保険事務局倉吉事務所（あ２６―５３１１）
　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
だ
れ
も
が
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会
保

険
制
度
で
、
病
気
や
ケ
ガ
に
よ
っ

て
働
け
な
く
な
っ
た
と
き
や
老
齢

と
い
っ
た
、
収
入
を
得
る
の
が
困

難
に
な
っ
た
と
き
に
生
活
の
基
礎

と
な
る
べ
き
費
用
が
年
金
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
加
入
し
な
か
っ
た

り
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
万
一
病
気
や
事
故
で
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
に
障
害
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

納
付
す
る
の
が
困
難
な
場
合

は
、
申
請
し
、
承
認
さ
れ
る
と
所

得
額
に
応
じ
て「
全
額
免
除
」
ま
た

は「
一
部
納
付
」
制
度
や
、
30
歳
未

満
の
人
は「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

学
生
の
人
は「
学
生
納
付
特
例
制

度
」が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
す
る

場
合
は
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明

書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付

特
例
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は

10
年
以
内
な
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

長
い
人
生
を
ず
っ
と
支
え
る
国

民
年
金
。
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い

人
は
す
ぐ
手
続
き
し
、
保
険
料
を

納
め
ま
し
ょ
う
。

《全国伝統的建造物群保存地区協議会倉吉大会》
全国からの参加者に、温かいおもてなしをお願いします。

※申込み先：文化財課（あ２２―４４１９／い２２―２３０３）
　

伝
統
的
な
町
並
み
の
保
存
活
用

を
進
め
る
自
治
体
で
組
織
す
る
全

国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協

議
会
の
総
会
が
、
５
月
20
日（
水
）

か
ら
22
日（
金
）
の
３
日
間
、
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

全
国
の
伝
建
地
区
か
ら
２
０
０

人
余
り
の
人
が
倉
吉
を
訪
れ
、
総

会
や
研
修
会
、
伝
建
地
区
の
視
察

な
ど
の
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

倉
吉
の
伝
統
的
な
町
並
み
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
、
多
く
の
人
々

と
交
流
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◎
記
念
講
演
会（
一
般
参
加
可
能
）

と　

き

：

５
月
20
日（
水
）
午
後
４

時
〜
５
時

と
こ
ろ

：

倉
吉
未
来
中
心 

小
ホ
ー
ル

演　

題

：「
歴
史
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り 

伝
建
制
度
の
可
能
性
」

講　

師

：

上
野 

勝か
つ
ひ
さ久

さ
ん（
東
京

芸
術
大
学
大
学
院 

教
授
）

◎
現
地
視
察

と　

き

：

５
月
21
日（
木
）
午
前
９

時
〜
11
時
30
分　
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１　自己に関する個人情報の開示請求の処理状況　　　　　　　　　　　　　  （件）

処理区分
開示 部分開示 不開示 請求拒否 不存在 合計 不服申立

市　長 58 0 ０ ０ ０ 58 ０
合　計 58 ０ ０ ０ ０ 58 ０

※ 教育委員会、選挙管理委員会、公平委員会、監査委員、農業委員会、公営企業管
理者および議会に対する請求はありませんでした

※各実施機関に対する個人情報の訂正請求および利用停止請求はありませんでした

２　公文書の開示請求の処理状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （件）

処理区分

開示 部分開示 不開示 請求拒否 不存在 合計 不服申立

市　長 1 5 2 ０ ０ 8 ０

教育委員会 0 2 0 0 1 3 ０

農業委員会 0 1 0 0 0 1 0

議　会 1 1 0 0 0 2 0

合　計 2 9 2 0 1 14 ０

※ 選挙管理委員会、公平委員会、監査委員および公営企業管理者に対する請求はあ
りませんでした

３　公文書の開示請求の請求者の内訳 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（件）

市内に住所を
有する者

市内に事務所また
は事業所を有する
個人および法人そ
のほかの団体

市内に所在する学
校に在学する者

市内に所在する事
務所または事業所
に勤務する者

そのほか、実施機
関が行う事務また
は事業に利害関係
を有するもの

合計

市　長 2 2 0 0 4 8
教育委員会 3 0 0 0 0 3
農業委員会 0 1 0 0 0 1
議　会 1 0 0 1 0 2
合　計 6 3 0 1 4 14

※ 選挙管理委員会、公平委員会、監査委員および公営企業管理者に対する請求はありませんでした

※問合せ先：総務課（あ２２―８１６２／い２２―１０８７）

平
成
20
年
度
中
の
各
実
施
機
関
に
お
け
る

自
己
に
関
す
る
個
人
情
報
お
よ
び

公
文
書
の
開
示
の
実
施
状
況

　

倉
吉
市
個
人
情
報
保
護
条
例
第
41
条
お
よ
び
倉
吉
市

情
報
公
開
条
例
第
25
条
に
基
づ
き
、
平
成
20
年
度
中
の

各
実
施
機
関
に
お
け
る
自
己
に
関
す
る
個
人
情
報
お
よ

び
公
文
書
の
開
示
の
実
施
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

特
定
健
診

　

40
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
を
対
象
に
し
た「
特
定

健
診
」が
、
６
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
医
療
費
の
多
く
を
占

め
る
糖
尿
病
や
脳
疾
患
な
ど
の
生

活
習
慣
病
を
改
善
す
る
こ
と
を
目

的
に
し
て
お
り
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）に
着
目
し
た
健
診
で
す
。

▼
受
診
に
必
要
な
も
の

　

５
月
に
送
付
す
る
特
定
健
診
受

診
券（
は
が
き
サ
イ
ズ
）
と
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証

▼
受
診
場
所

：

特
定
健
診
は
、
地

区
公
民
館
な
ど
で
の
集
団
健
診
、

ま
た
は
指
定
医
療
機
関
で
の
個
別

健
診
の
い
ず
れ
か
で
、
受
診
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
受
診
期
間

：

６
月
１
日（
月
）
〜

平
成
22
年
２
月
27
日（
土
）

▼
そ
の
ほ
か

　

受
診
料
金
や
地
区
公
民
館
な
ど

で
の
健
診
の
日
程
、
受
診
で
き
る

医
療
機
関
な
ど
は
、「
く
ら
よ
し
健

康
ガ
イ
ド
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

　

平
成
21
年
度
国
保
人
間
ド
ッ

ク
・
脳
ド
ッ
ク
が
始
ま
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
ほ
と
ん
ど
は
、

進
行
す
る
ま
で
自
覚
症
状
が
あ
り

ま
せ
ん
。
疾
病
の
早
期
発
見
に
国

保
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
利

用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国
保
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た

人
は
、
特
定
健
診
を
受
診
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
対
象
者

：

国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
で
、
保
険
料
を
完
納
し
て
い

る
人

人
間
ド
ッ
ク

：

40
歳
〜
74
歳（
定

員
３
０
０
人
）

脳
ド
ッ
ク

：

40
歳
〜
69
歳（
定
員

50
人
）

※ 

定
員
数
を
超
え
た
場
合
は
、
ご

希
望
に
添
え
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

▼
申
込
開
始

：

６
月
１
日（
月
）
午

前
８
時
30
分
〜

▼
受
診
期
間

：

６
月
１
日（
月
）
〜

平
成
22
年
２
月
27
日（
土
）

▼
申
込
に
必
要
な
も
の

：

国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
、
特
定
健
診

受
診
券
、
が
ん
検
診
受
診
券

▼
そ
の
ほ
か

※ 

料
金
、
検
診
内
容
、
受
診
で
き

る
医
療
機
関
な
ど
に
つ
い
て

は
、「
く
ら
よ
し
健
康
ガ
イ
ド
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い

※ 

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の
申

し
込
み
や
問
い
合
せ
は
、
関

金
支
所
支
所
管
理
課（
あ
４
５―

２
１
１
１
／
い
４
５―

３
９
６
４
）
で

も
受
け
付
け
ま
す

《国保の特定健診とドックが始まります》
特定健診を受診し、皆さんの健康づくりに役立ててください。

※問合せ先：医療保険課（あ２２―８１２４／い２２―２９５４）
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子
ど
も
は
愛
さ
れ
理
解
さ
れ
た
が
っ

て
い
ま
す
。
理
解
さ
れ
な
い
と
き
の
不
満

が
た
ま
る
と
キ
レ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

突
然
子
ど
も
が
キ
レ
た
と
き
、
本
人

も
親
も
理
由
が
よ
く
見
え
ず
、
怒
っ
た

り
苦
し
ん
だ
り
し
ま
す
が
、
理
由
は
あ

る
の
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
相
手
の
話
を

じ
っ
く
り
聞
く
、
同
じ
目
の
高
さ
で
考

え
る
、
深
い
関
心
を
払
う
と
い
っ
た
姿

勢
を
親
が
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
子
ど

も
は
親
に
愛
さ
れ
て
い
る
実
感
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
は
愛
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る

と
き
、
安
定
し
た
気
持
ち
で
問
題
に
立

ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

不
必
要
に
攻
撃
的
に
な
ら
ず
、
他
者
や

問
題
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
大

き
く
成
長
で
き
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
親
の
イ
ラ
イ
ラ
し
た
感
情
や
、

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
の
不
足
、
過
保
護
や
過

干
渉
な
ど
は
子
ど
も
の
心
の
健
康
に
影

響
を
及
ぼ
し
、
そ
れ
は
、
し
ば
し
ば
身

体
的
な
サ
イ
ン
に
な
っ
て
現
れ
ま
す
。

腹
痛
・
吐
き
気
・
過
食
・
不
眠
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら
、
病

気
だ
と
心
配
す
る
だ
け
で
な
く
、
心
の

問
題
が
原
因
に
な
っ
て
い
な
い
か
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

あ22-8167／い22-1638
生涯学習課

家庭教育⑤

Ｃ谷口ジロー『遥かな町へ』小学館

燈
々
無
尽
（
と
う
と
う
む
じ
ん
）

　

倉
吉
市
長　

長
谷
川 
稔

　

今
年
の
４
月
は
、
市
役
所
で
は

緊
急
雇
用
政
策
を
含
め
、
臨
時
職

員
と
し
て
数
十
名
の
方
が
働
い
て

い
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
定
額
給
付
金
と
い

う
、
こ
れ
ま
で
に
な
く
、
直
接
市

民
の
方
に
対
応
す
る
業
務
に
就
い

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
不
慣
れ

を
超
え
る
懸
命
さ
が
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。

　

現
役
の
職
員
に
も
か
つ
て
を
思

い
返
し
、
何
か
良
さ
を
感
じ
と
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

先
月
、
二
十
世
紀
梨
記
念
館
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
紹
介
の
た
め
松

戸
市
を
訪
ね
た
折
、
観
光
大
使
の

石
上
さ
ん
が「
倉
吉
の
市
民
参
画

課
職
員
か
ら
配
置
換
え
で
変
わ
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
交
流
で
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
と
い
う

手
紙
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と

川
井
市
長
と
と
も
に
待
ち
受
け
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

職
員
か
ら
の
礼
状
が
余
程
の
心

を
打
っ
た
と
み
え
、
ぜ
ひ
、
松
戸

の
案
内
を
と
買
っ
て
出
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

小
説
と
歌
謡
曲
の
舞
台
と
な
っ

た「
野
菊
の
墓
」
の
傍
ら
に
西さ

い

れ

ん

じ

蓮
寺

と
い
う
寺
が
あ
り
、
そ
の
住
職
の

親
ご
さ
ん
が
倉
吉
に
縁
の
あ
る
方

と
わ
か
り
、
話
に
花
が
咲
き
ま
し

た
。
ま
た
、
幻
の
将
軍
と
な
っ
た

徳
川
昭あ

き
た
け武

の
住
ま
い
と
な
っ
た
戸と

定
じ
ょ
う

邸
で
は
、
鳥
取
藩
主
の
池
田
慶よ

し

徳の
り

と
兄
弟
の
関
係
か
ら
、
鳥
取
の

仁
風
閣
や
本
市
の
赤
瓦
の
屋
根
並

み
の
写
真
が
部
屋
別
に
掲
示
さ
れ

て
お
り
、
ひ
る
が
え
っ
て
今
年
秋

の
飛
龍
閣
の
整
備
に
想
像
を
め
ぐ

ら
せ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
き
て
、
職
員
の
１
枚
の

手
紙
が
数
年
来
の
交
流
の
絆
を
一

気
に
太
く
し
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
改
め
て
、
一
人
ひ
と
り
が
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
誠
意
を
尽
く

せ
ば
、
多
く
の
人
に
報
わ
れ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

　

嬉
し
い
こ
と
に
、
本
市
の
出
生

数
が
前
年
を
上
回
り
、
20
年
度
に

は
４
５
５
人
の
産
声
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
子

ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
、
賑
や
か
な
家
庭
、

地
域
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
点
か

ら
も
、
若
者
が
住
宅
を
活
用
し
や

す
い
条
件
を
課
題
と
し
て
取
り
組

み
、
地
方
の
良
さ
を
発
揮
し
て
い

き
ま
す
。

No.1

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
？　
　

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
？

　

初
め
ま
し
て
。
こ
の
た
び
、
倉
吉

市
の
国
際
交
流
員
と
し
て
働
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
鄭
然
旭（
チ
ョ
ン
・
ヨ

ン
ウ
ッ
ク
）で
す
。

　

私
は
、
鳥
取
県
と
交
流
を
し
て
い

る
韓
国
江
原
道
の
江
陵（
カ
ン
ヌ
ン
）

市
と
い
う
町
か

ら
参
り
ま
し

た
。
江
陵
市
は

東
海（
日
本
海
）

に
面
し
、
緑
豊

か
な
山
々
に
囲

ま
れ
て
お
り
、

日
本
の
山
陰
地
方
と
と
て
も
よ
く
似

て
い
る
町
で
す
。

　

私
が
倉
吉
に
来
た
の
は
今
か
ら
５

年
前
の
こ
と
で
す
。
東
京
か
ら
飛
行

機
で
出
発
し
て
鳥
取
空
港
に
降
り
立

ち
、
倉
吉
ま
で
車
で
た
ど
り
着
い
た

わ
け
で
す
が
、
そ
の
時
、
私
は
東
京

で
飛
行
機
を
乗
り
間
違
え
た
の
で

は
？
と
錯
覚
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぐ
ら

い
景
色
が
私
の
故
郷
と
似
て
い
た
の

で
、
韓
国
の
実
家
に
帰
っ
た
よ
う
な

気
持
ち
で
し
た
。

　

倉
吉
に
来
て
か
ら
の
５
年
間
は
、

高
校
生
に
韓
国
語
や
韓
国
文
化
を
教

え
る
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と

し
て
働
き
、
学
校
間
交
流
で
の
通
訳
・

翻
訳
、
派
遣
講
座
な
ど
を
し
な
が
ら
、

私
自
身
も
日
本
の
こ
と
や
倉
吉
に
つ

い
て
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
の
タ
イ
ト
ル
の
韓
国

語
は「
シ
ナ
ブ
ロ 

ハ
ン
グ
ッ
」と
読
み

ま
す
。「
シ
ナ
ブ
ロ
」と
は
、「
知
ら
な

い
う
ち
に
少
し
ず
つ
」と
い
う
意
味
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
コ
ラ

ム
を
通
し
て
知
ら
な
い
う
ち
に
少
し

ず
つ
韓
国
を
知
り
、
理
解
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
願
っ
て
、
名
づ
け
ま
し
た
。

　

私
は
大
学
卒
業
後
、
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー
ビ
ザ
で
一
年
間
、
東
京
で

生
活
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

時
は
、
日
本
語
の
勉
強
が
主
な
目
的

で
し
た
が
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
剣
道
の

仲
間
と
の
出
会
い
の
中
で
、
自
然
と

知
ら
な
い
う
ち
に
日
本
の
こ
と
が
少

し
ず
つ
分
か
っ
て
、
好
き
に
な
っ
て

い
く
自
分
が
い
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
こ
の
市
報
や
韓
国

と
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通
し
て
、
言

葉
や
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
気
が
つ

け
ば
韓
国
の
こ
と
を
理
解
し
、
好
き
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

시 シ

나 ナ

브 ブ

로 ロ

한
ハ
ン

국 グ

이 ギ

좋
チ
ョ

아 ア

졌
ジ
ョ
ッ

어 ソ

요 ヨ

.

知
ら
な
い
う
ち
に
少
し
ず
つ
韓
国
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

●
今
月
の
一
言
●
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市　長 23-2008

副市長 22-8122

教育長 22-8180

総 務 部

総務部長 22-8121

総務課 22-8162

FAX 22-1087

　情報処理係 22-8150

FAX 23-6127

財政課 22-8163

職員課 22-8164

税務課 22-8114

検査専門監 22-8125

市 民 生 活 部

市民生活部長 22-8113

環境課 22-8168

FAX 22-8230

市民課 22-8155

市民参画課 22-8159

FAX 23-3701

市民生活相談室 22-2717

（市民参画課内）

まちづくり協議会 22-2730

人権政策課 22-8130

FAX 22-8135

倉吉市人権文化
22-4768

センター

はばたき人権文化
22-0232

センター

さわやか人権文化
28-2017

センター

やまびこ人権文化
28-4265

センター

あたごふれあい人権
28-5440

文化センター　

福 祉 保 健 部

福祉保健部長 22-8172

福祉課 22-8118

FAX 22-7020

生活保護係 22-8199

子ども家庭課

　子育て支援係 22-8100

　家庭支援係 22-8220

　家庭児童相談室 22-8120

　　健 康 局

医療保険課 22-8124

長寿社会課 22-7851

FAX 22-2954

保健センター 26-5670

（伯耆しあわせの郷内）FAX 26-5660

産業部

産業部長 22-8115

農林課 22-8157

FAX 23-9100

商工観光課 22-8158

FAX 22-8136

　雇用創出推進係 22-8129

建 設 部

建設部長 22-8116

管理課 22-8174

公園係 22-8131

景観まちづくり課 22-8175

FAX 22-8140

建設課 22-8169

FAX 22-8179

下水道課 22-8176

総 合 政 策 室

総合政策室 22-8161

FAX 22-8144

秘書担当 22-8160

会 計 課

会計課 22-8154

　 FAX 22-8611

教 育 委 員 会

教育次長 22-8117

教育総務課 22-8165

FAX 22-1638

学校教育課 22-8166

生涯学習課 22-8167

文化財課 22-4419

FAX 22-2303

博物館 22-4409

FAX 22-4415

学校給食センター 28-3343

FAX 28-3649

図書館（倉吉交流プラザ内）

　図書係 47-1183

　施設係 47-1181

せきがね図書館 45-2523

議 会 事 務 局

事務局 22-8145

FAX 22-8146

行 政 委 員 会

（選挙管理委員会など）

事務局 22-8119

農 業 委 員 会

事務局 22-8171

FAX 23-9100

本庁舎宿直室

（夜間・休日）

宿直室 22-8111

庁 舎 内 各 団 体

職員労働組合 22-7259

FAX 48-0044

山陰合同銀行市役所 22-5656

　出張所 FAX 22-3744

記者室 22-8123

FAX 22-8430

売店 22-9500

水 道 局

代表番号 26-1031

  水道局長 26-1695

　業務課 26-1031

　工務課 26-1033

FAX 26-3242

関 金 庁 舎

支所管理課 45-2111

FAX 45-3964

地籍係 （税務課） 45-2115

農林係 （農林課） 45-2114

レセプト（医療保険課）45-2116

関金庁舎宿直室

（夜間・休日）

宿直室　 45-2111

倉吉市役所電話番号一覧

平成21年4月1日の機構改革で、一部の電話番号が変わりました
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市　施　設

上井児童センター 26―9985 西郷公民館 26―2046 温水プール 47―1186

中央児童館 22―8452 上灘公民館 22―0640 伯耆しあわせの郷 26―5581

福吉児童センター 22―0233 成徳公民館 22―1301 シビックセンター
22―9791

小鴨児童センター 28―3396 明倫公民館 22―0642 たからや

ぬのこ会館 28―6523 灘手公民館 22―5401 せきがね湯命館 45―2000

高城児童センター 28―5588 社公民館 28―2155 関金都市
45―2000

上米積児童センター 28―3370 北谷公民館　 28―0969 交流センター　

関金児童館 45―2732 高城公民館 28―0950 道の駅「犬挟」 45―1313

上井保育園 26―0868 小鴨公民館 28―0964 関金資料館 45―1667

西郷保育園 26―2646 上小鴨公民館 28―0953 グリーンスコーレ
45―2211

倉吉西保育園 22―2687 関金公民館 45―2119 せきがね　

社保育園 28―1755 上北条小学校 26―6355 せきがね簡易
45―6400

灘手保育園 22―5405 河北小学校 26―1630 宿泊施設「湯楽里」　

北谷保育園 28―1416 西郷小学校 26―3020 関金総合運動公園
45―2511

高城保育園 28―2202 上灘小学校 22―4772 管理棟　

小鴨保育園 28―2836 成徳小学校 22―6173 高齢者生活
45―3800

上小鴨保育園 28―0306 明倫小学校 22―6175 　　福祉センター　

関金保育園 45―2853 灘手小学校 22―5404 関金 B＆ G海洋センター
28―6322

山守保育園 45―2253 社小学校 28―0951     （艇庫）

倉吉市子育て
22―3914

北谷小学校 28―0962 関　連　施　設

総合支援センター 高城小学校 28―0961 鳥取中部ふるさと広域連合 36―5211

リフレプラザ倉吉 23―4896 小鴨小学校 28―0965 FAX 36―1016

喫茶・うつぶき 22―8381 上小鴨小学校 28―0954 摩瑠山斎場 22―3509

ふるさと工芸館 23―2255 関金小学校 45―2556 ほうきリサイクルセンター 26―9890

ふるさと物産館 23―1825 山守小学校 45―2053 中部クリーンセンター 26―0519

倉吉ほっとプラザ 26―9095 河北中学校 26―1341 消防局 （代）26―2121

さんさんプラザ倉吉 28―2090 東中学校 22―6295 倉吉消防署 26―2122

倉吉駅前駐車場 26―2308 西中学校 28―2841 西倉吉消防署 28―2110

上北条公民館 26―1763 久米中学校 28―1241 火事問い合わせ 26―5431

上井公民館 26―1736 鴨川中学校 45―2555 倉吉市社会福祉協議会 22―5248

　　おもな電話番号は ・ ・ ・
※市外局番は０８５８です

●印鑑証明・年金のことは ●予防接種のことは ●農業関係のことは

　（市民課） 22―8155 　（保健センター） 26―5670 　（農林課） 22―8157

●国民健康保険のことは ●人権のことは ●道路関係のことは

　（医療保健課） 22―8124 　(人権文化センター）22―4768 　（建設課） 22―8169

●福祉のことは ●税金関係のことは ●市営住宅のことは

　（福祉課） 22―8118 　( 税務課） 22―8114 　（景観まちづくり課）22―8175

●保育・子育てのことは ●学校関係のことは ●観光に関することは

　（子ども家庭課） 22―8100 　（学校教育課） 22―8166 　（商工観光課） 22―8158

●介護保険のことは ●ごみ・し尿のことは ●水道に関することは

　( 長寿社会課） 22―7851 　（環境課） 22―8168 　（水道局） 26―1031

市役所代表　　あ２２―８１１１　　い２２―１０８７
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倉吉市人権政策課
あ22-8130／い22-8135

№ 59
シリーズ

　

７
冊
目
と
な
る
新
し
い
絵
本
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
人
が
読
ん
で
く
れ
る
の

だ
ろ
う
。
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に

読
ん
で
も
ら
い
た
い
。
そ
の
人
た

ち
が
、
こ
の
絵
本
と
出
会
う
こ
と

で「
差
別
っ
て
な
ん
な
の
か
」「
人

を
大
切
に
す
る
っ
て
ど
ん
な
こ
と

な
の
か
」「
自
分
に
は
何
が
で
き
る

の
か
」考
え
た
り
、
話
し
合
う
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
願
い
な
が
ら
、

中
部
地
区
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
、
図
書
館
な
ど

の
各
機
関
を
中
心
に
配
布
し
て
い

ま
す
。

き
っ
か
け
は
差
別
投
書
事
件

　

人
権
絵
本
を
作
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
の
は
、
平
成
13（
２
０
０
１
）

年
に
倉
吉
市
内
で
お
こ
っ
た
差
別

投
書
事
件
で
す
。
事
件
後
、
学
校
、

保
育
園
、
地
域
な
ど
で
研
修
会
が

も
た
れ
ま
し
た
。
人
権
同
和
教
育

に
対
し
て「
も
っ
と
み
ん
な
で
考

え
よ
う
」
と
い
う
積
極
的
な
意
見

ば
か
り
で
は
な
く
、「
も
う
こ
れ
以

上
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
」
と

い
う
消
極
的
な
意
見
も
あ
り
、
子

ど
も
の
こ
ろ
か
ら
学
習
を
積
み
上

げ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

啓
発
資
料
を
作
ろ
う

　

幼
児
期
か
ら
小
学
校
低
学
年
向

け
の
啓
発
資
料
が
少
な
い
現
実
を

み
て
、「
子
ど
も
た
ち
と
そ
れ
を
取

り
ま
く
大
人
た
ち
に
何
か
発
信
で

き
な
い
か
」と
行
政
の
協
力
も
得
て

「
倉
吉
市
人
権
絵
本
作
成
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
、
平

成
14（
２
０
０
２
）年
春
、「
差
別
を

な
く
す
た
め
に
行
動
を
起
こ
し
た

い
」と
い
う
思
い
を
持
っ
た
10
人
の

メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
絵
本
作
成
の
経
験
は

な
く「
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ

う
」と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
し
た
。
分
か
ら
な
い
な
り
に

意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

時
に
は
意
見
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
た

り
、
先
に
進
め
な
く
て
立
ち
止
ま
っ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

現
地
調
査
に
行
き
、
地
域
の
人

の
話
を
聞
い
た
り
し
て
、
１
年
か

け
て
初
め
て
で
き
あ
が
っ
た
の
が

「
じ
ぞ
う
ぼ
ん
の
よ
る
に
」で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
毎
年
、
テ
ー
マ
も

メ
ン
バ
ー
も
変
わ
り
な
が
ら
１

冊
ず
つ
作
成
し
て
い
ま
す
。
い
つ

も「
さ
あ
ど
う
し
よ
う
か
」
か
ら
の

ス
タ
ー
ト
で
す
が
、
み
ん
な
で
話

し
合
い
な
が
ら
作
り
上
げ
て
い
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
い

で
す
が
、
そ
れ
が
つ
な
が
る
と
大

き
な
力
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
仲

間
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
く
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

絵
本
と
の
出
会
い
か
ら

　

何
よ
り
も
読
み
聞
か
せ
や
輪
読

に
活
用
し
て
い
た
だ
い
た
り
、「
子

ど
も
が
何
度
も
借
り
て
く
る
ん
で

す
よ
」
と
い
う
声
を
聞
く
と
う
れ

し
く
な
り
ま
す
。

　

読
ん
で
く
れ
る
人
が
い
て
こ
そ

絵
本
は
生
き
て
く
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
ま
だ
読
ん
だ
こ
と
の
な
い

人
も
ぜ
ひ
一
度
読
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。

　

そ
し
て
、
感
じ
た
こ
と
を
周
り

の
人
に
伝
え
て
も
ら
え
た
ら
い
い

な
あ
と
思
い
ま
す
。
絵
本
を
通
じ

て
新
た
な
出
会
い
が
あ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

倉
吉
市
人
権
絵
本
作
成
委
員
会
で
は
、
幼
児
期
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
啓
発
資
料
を
作
成

し
よ
う
と
平
成
14
年
度
か
ら
毎
年
人
権
絵
本
を
作
成
し
、
新
し
い
絵
本「
ね
ぇ
ね
ぇ
き
い
て
ょ
」が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
絵
本
を
通
じ
て
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▲倉吉市人権絵本作成委員会の様子

倉吉市人権絵本作成委員会のブログはこちらから
http://blogs.yahoo.co.jp/kurayoshi_jinken_ehon

人権絵本作品名と作成年

･「じぞうぼんのよるに」（平成14）

･ 「さあさあ お茶にしましょうか」

（平成15）

･「はれたらいいな」（平成16）

･「くわがたとりのひみつの木」

（平成17）

･「ハンメと運動会」（平成18）

･ 「いろんな国の昔話」（フィリピン、

ブラジル、パラグアイ）（平成19）

･「ねぇねぇきいてょ」（平成20）

倉
吉
市
同
和
教
育
研
究
会

【
会
員
募
集
】

　

倉
吉
市
同
和
教
育
研
究
会

は
、
部
落
差
別
の
現
実
に
学
び

な
が
ら「
部
落
差
別
を
は
じ
め

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
」
を
め

ざ
し
て
研
究
を
進
め
る
会
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が「
人
権
尊

重
の
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の
理
解

を
深
め
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
大
切
に
し
な
が
ら
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
会
員
対
象
の

講
演
会
お
よ
び
研
修
会
の
実

施
、
市
民
啓
発
ポ
ス
タ
ー
・
ワ
ッ

ペ
ン
な
ど
の
作
成
、
現
地
研
修

会
な
ど
の
実
施
、
各
中
学
校
区

同
和
教
育
研
究
協
議
会
へ
の
研

究
指
定
、
同
和
教
育
啓
発
資
料
・

広
報
の
作
成
な
ど
で
す
。
ぜ
ひ

ご
加
入
く
だ
さ
い
。

会　

費

：

年
間
１
，０
０
０
円

【
総
会
お
よ
び
講
演
会
】

と　

き

：

５
月
16
日（
土
）

＞

総　

会

＜

午
後
１
時
30
分
〜

＞

講
演
会

＜

午
後
２
時
30
分
〜

と
こ
ろ

：

倉
吉
未
来
中
心 

小

ホ
ー
ル

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

倉
吉
市
同
和

教
育
研
究
会
事
務
局（
人
権
政
策
課

内
）（
あ
２
２―

８
１
３
０
／
い
２
２―

８
１
３
５
）

「
ねぇねぇきいてょ」


